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2022 年度「当社取締役会の実効性の分析・評価」結果の概要について 

 

 

 

当社は、取締役会の実効性を高め、企業価値の向上を図ることを目的として、2022年度における当

社取締役会の実効性を分析・評価いたしましたので、その結果の概要を以下のとおりお知らせいたし

ます。 

 

 

Ⅰ. 分析・評価方法  

当社取締役会は、2022 年度における取締役会の実効性を分析・評価するため、2023 年４月に取締

役会事務局が作成した取締役自己評価調査票に基づき、社外を含む全取締役９名（監査等委員を含

む）が自己評価を実施し、その結果について 2023年５月の取締役会で分析・評価を行いました。 

 

Ⅱ．評価項目  

取締役自己評価調査票の主な項目は以下のとおりです。 

１．取締役（会）の役割・責務 

２．取締役会等の機関設計・構成 

３．取締役会の実効性・活性化 

４．任意の仕組みの活用・連携 

５．ステークホルダーとの対話・開示 

 

Ⅲ．分析・評価結果の概要 

各取締役による取締役会の実効性にかかる自己評価の結果、上記の各評価項目においておおむね適

切であることを確認いたしました。特に、社外取締役を含め、取締役会において活発な議論が行われ

たことから、「取締役会の実効性・活性化」について高い評価となりました。 

この評価結果を踏まえ議論した結果、2022年度の取締役会の実効性 は「おおむね有効であった」

と結論付けました。 

 

 

 

 



 
Ⅳ．前回評価において確認された課題への取組み 

2021 年度の評価においては、事業の課題やリスクの評価、それらへの対応策に関する議論、及び

指名報酬委員会から取締役会への情報共有のさらなる充実を図ることを課題として確認いたしまし

た。 

これらの課題に対する主な取組みは、以下のとおりです。 

・重要な事案についてリスクの観点等からも精査し、率直且つ慎重な検討・審議を行いました。 

・社外取締役の理解度を高めるため、議案の事前説明や工場視察など情報提供機会の充実を図り

ました。 

・指名報酬委員会における主な審議内容及び活動状況等を取締役会に報告いたしました。 

 

 Ⅴ．取り組むべき課題 

今回の評価結果から、取締役会の実効性を更に高めるために取り組むべき課題として、以下の取組

みが重要との認識を確認いたしました。 

・取締役会の適切な議題選定 

・経営計画の進捗状況に関するフォローアップ 

・サステナビリティへの取組み及び課題への対応 

 

Ⅵ．今後の対応 

当社取締役会は、これらの課題について議論を重ね、取締役会の実効性の向上を図り、これからも

中長期的な企業価値の向上を目指してまいります。 

 

以上 


